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　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　さはさりながら、元日に発生した能登半島地
震で被災された方々のことを思うと心苦しい気
持ちで一杯です。被災された皆様の生活が 1
日も早く平穏に復することを心よりお祈り申し上
げます。
　昨年は、ようやくコロナが収束し始め、日常
が戻り始めたものの、長期化するウクライナ、
さらにイスラエル武力紛争、中国経済の減速、
世界的な物価高騰、気候変動の影響など、
先行き不安なできごとが多発する１年となりま
した。
　国内では 5 月以降対面イベントが一気に再
開し、リアルのありがたみを感じつつも、喜び
のあまりヒヤリとする場面も散見できました。
本年は、国内の政治状況は混とんとしていま
すし、１月の台湾総統選、秋のアメリカ大統
領選、中国経済状況、金利の動向なども含め、
引き続き不透明感が続くのだろうと思います。
　複写業界では、日本ドキュメントサ―ビス協
同組合連合会第 39 回通常総会において、楠
本新会長が就任されました。前森下会長も新
会長も全国青年部時代からお世話になってい
る大先輩。全国に業界仲間ができたのもこの
会のおかげです。過去に固執することなく交流
を深めて参ります。
　そんな中、私事ですが 2 月に急性心筋梗塞

で緊急手術、3 週間の入院となりました。元々
６年前に狭心症で 2 本のステントとバルーンに
よる 15 カ所の拡張をしました。その後定期検
査・診療を継続していたのですが、昨年末の
コロナ感染後、年明けから体調が戻らず、緊
急手術となりました。私にとって心臓病は父か
らの遺伝として捉えていたのですが、自覚症状
がなく、今回も筋肉痛と勘違いしていたありさ
までした。まさに「痛みの本質を理解していな
かった」のです。そのことからも今年は、「も
のごとの本質を見据える」ことを目標として参
ります。
　理事会においても「そもそもそれの目的っ
てなんだっけ？」や「受け取り側は分かりやす
い？」など、ひと考え加える議論を繰り返し、
本質に近づける努力をして参ります。
　当組合は、今年創立 50 周年という記念す
べき節目の年です。1 月 19 日には、記念式
典＆祝賀会が開催されます。半世紀という大
きな節目を迎えた今、大転換なのか継続なの
かの本質を見据えるチャンスです。まずは、
過去の慣例や常識は一度リセットしてみて、
事業についても優先順位をつけて進めて参り
ましょう！
　次ページの各部リーダーからのメッセージに
も是非目をお通しいただけるようお願いいたし
ます。

ものごとの本質を
見据える

関東複写センター協同組合
理事長　米田 和秀

年頭の挨拶
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　新年あけましてお
めでとうございます。　　
　コロナウイルスの
おかげ で 約 4 年 間
何をするにも不便を
感じ、また人間不信
にも陥りました。

　運よくコロナ禍も明け、徐々に普通の生活に戻
りつつ有ります。
　今年は創立 50 周年を迎える事となり、記念式
典を開催する事が出来る様になり、何よりも喜ば
しい限りです。

　さて会員交流推進部では昨年は年 2 回のゴル
フ大会を開催致しましたがまだ、コロナに対して
注意深く出席出来なかった方々もいらしたようにも
思えます。
　今後はゴルフ大会以外にも、催しするものがあ
ればと提案しております。
　組合員の方々のご意見、ご希望等が有れば是
非お声掛け頂けますと幸いに存じます。
　ご協力のほど宜しくお願い致します。
　新年の抱負ということですが世知辛い世の中
です。とりあえず健康に留意しこの一年を乗り切
りましょう。

　新年明けましてお
めでとうございます。
　長年続きましたコ
ロナの影響も昨年５
月より第５類の扱い
になり、生活環境は
ようやく平常に戻る

ことができました。 組合におけるセミナーや見学
会も多くの会員の皆様に会場へお集まりいただき
実施することができました。
　さて 2023 年を振り返りますと、野球やラグビー
などのスポーツで大いに盛り上がりましたが、反
面、ロシア・ウクライナ戦争、イスラエル・パレ
スチナ紛争など世界の一部地域では今なお心痛
ましい争いが続いております。 一方でそのような
世界情勢のなか、今年は平和の祭典パリオリン

ピックが夏に開催されます。このアンバランスな
状況が回避できるよう、一刻も早い和平への歩
み寄りを期待したいですね。
　そして避けては通れなくなってきているのは AI
の進化です。Chat GPT の出現により便利になっ
た一方で廃業に追い込まれる職種も出てきており
ます。我々にとってもメリット、デメリットをよく考え
共存していく必要があると思います。まずはよく知
ることが必要だと感じておりますので、未来に向け
ての AI の動向や人類への影響をテーマにしたセ
ミナーなども企画していきたいと考えております。
　そして本年も各協賛企業様より有益な情報やセ
ミナー、見学会などをご提供していただきますの
で、皆様のご協力を引き続きお願い申し上げます。
　会員各企業様の更なるご発展を心よりお祈り申
し上げます。

各部長　新年の抱負

《会員交流推進部長》　柴田 昌彦

《教育情報部長》　家令 光国
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　新年明けましてお
めでとうございます。
　2023 年はコロナ
禍 以 降では比 較 的
に落ち着いた年だっ
たと、 個 人 的 に は
思っております。

　ただ、日本人の外食習慣はかなり変わりました。
「アフター 5」 という言葉がもはや無くなりつつ
もあります。 私の地元横浜でも、12 月になって
も関内・横浜駅等でもう過去の人出は見られず、
コロナ禍前よりはあまり人が出ていないように思
えます。
　先進国で唯一、仕事終了後に家族無視の赤
ちょうちん文化もどうやら段々と無くなっていくよう
です。まあ、これも時代と言えばそれまで何でしょ
うが。（少し寂しいですね…）
　さて、PP（プライバシーポジション）の入会
会員数ですが、北海道から沖縄まで 70 社の会
社・組合等がおります。

　この中でも北海道地区の 28 社は、特定の組
合を作りそこを中心に PP を全会員が所得してい
る事を掲げて、役所等々からプライバシー関係
の仕事を受注しております。
　これは何処の地域でも簡単に出来る事では無
いでしょうが、それにしても札幌のメンバーの成
しえた事は大変に素晴らしく、会員の中でも PP
で役所の発注まで漕ぎつけた、誇らしく凄い一例
だと思っています。 是非とも今年は札幌の細か
い事業内容を PP メンバーで勉強する機会を作
り、教えて頂き、各地域でも新しい仕事の受注
に繋がればと考えております。
　ただ価格を下げる仕事の取り方では、日本は
デフレ経済から中々脱出できません。しっかりとし
たスタンスで受注をしてこそ、昭和の様な緩やか
なインフレの資本主義経済に戻れるのではないで
しょうか。 何としても物価と所得を上げていかな
ければ、日本は世界の経済競争に勝てません。
まずは出来る事から、今年も 1 年宜しくお願いい
たします。 

　 謹 んで 新 年 のご
挨 拶 を 申し 上 げま
す。
　 また、 この 度 の
能 登 半 島 地 震によ
り、 被 害 に あ わ れ
た 方 々に 心 からお

見舞い申し上げるとともに、 一日も早い復旧を
お祈り申し上げます。
　昨年を振り返りますと、イスラエル・ハマス
間の軍 事 衝 突、ロシア・ウクライナ戦 争の継
続、 米 中 対 立 や 台 湾 問 題などの 治 政リスク
の高まり、 世界的なインフレと金融引き締め、
歴史的な円安進行など、先行きの不透明感が

より一層強まった一年でした。
　ご承知のように、 今年は辰年ですが、 本来
の 干 支でいうと甲辰（きのえ・たつ）といわ
れるそうです。「甲」 は優勢にあることをまっ
すぐ堂々とそそり立つ大木を意味し、「辰」 は
十 二 支の中では唯 一の架 空の生き物であり、
めでたいことが起こると伝えられています。こ
の 二 つ の 組 み 合 わ せ である 「 甲 辰 」 には、
成功という芽が成長していき、 姿を整えていく
といった縁 起の良さを表しているといえるそう
です。
　当組 合 の 皆 様と共に素 晴らしい一 年となり
ますよう邁進していきますので、 本 年もよろし
くお願い申し上げます。

《PP 事業部長》　朝香 雅文

《広報企画部長》　早坂 淳
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理事長挨拶

　米田理事長は新年を祝
い同組合への協力と支援
に感 謝を述 べた後、50
年間の歴史を創立から振
り返り、 思い出などを紹

介。「私のモットーでもあるのですが大変なときに
こそ、笑顔を忘れてはいけません。そして組合が
してくれることを待つのではなく、組合を活用して
なにができるかの姿勢が大切」とあいさつした。

来賓紹介／来賓祝辞

　来賓を紹介し、来賓を代表して東京都中小企

業団体中央会の橋北隆総務課長と、東京ドキュ
メントサービス協同組合の梶宏朗理事長が、祝
辞を次のように述べた。
　橋 北 隆氏：中小企業
が 持 続 的に成 長、 発 展
をしていくためには、 互
いの経営資源を持ち寄り
経営課題の解決に取り組
む組合の役割がますます重要になっております。
企 業の皆 様が抱えている経 営 課 題の解 決を、 
組合を通して各種の策で支援しております。60
周年に向かって、協同の力を遺憾なく発揮され
ますようご期待申し上げます。

　昨年6月に創立 50 周年を迎えた関東複写センター協同組合

（米田和秀理事長）は1月19日、創立50周年記念式典祝賀会（森

迫隆正実行委員長）を東京のロイヤルパークホテルで開催した。

第一部式典は会員交流推進部の中村保男部長が司会を務めた。

まず、年初に発生した能登半島地震の犠牲者の冥福を祈り黙祷。

その後、森迫隆正実行委員長が、歓迎の挨拶を行った。 森迫実行委員長 司会 中村部長

— 第 1 部 —　記念式典

関複 創立50周年 記念式典祝賀会
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お祝いの言葉

　お祝いの言葉は、賛
会員を代表してキヤノン
マーケティングジャパン
株式会社の吉岡康之氏が
「50年間存続できる一般
企業は、0.7％と言われ

ています。一つの団体が活動を続けてこられた
のは、価値があることだと思います。新年のア
クシデントがあり、いざというときに人と人のつ
ながりが大事だと感じています。“自らがグルー
プのために力を発揮する”という精神で今後も
参加させていただきたいと思っています」／リ
コージャパン株式会社の河村浩治氏は、50 年

　祝賀会は、司会を務める森迫隆正副理事長の開会の言葉で

開始。米田理事長は臨席へのお礼後「理事会は仲良く進んでい

ますが、未だに顔の見えない会員さんがあり、何を期待されて

いるのかを聞けていません。行事や事業も含めて、次世代が入っ

てきておりません。今後は次世代につながる会になるよう、進

めていきたいと思っております」とあいさつした。

　梶 宏 朗 氏：今年の干
支・甲辰（きのえたつ）は、
新しいことにチャレンジし
たり、これまで準備して
きたことが形になる縁起
のいい年のようです。関複の皆さんは、自社を
守りながら組織の継続に注力されて素晴らしいと
思います。今後、お互いの組合が協力し合って
ともに高みを目指し、我々も成長してまいります。

記念表彰／被表彰者謝辞／閉会

　記念表彰では、斎藤隆正前理事長（在任期間：
平成 24 年～令和 3 年）に感謝状と記念品が贈
呈された。和装姿で登壇した斎藤前理事長は「大
企業並みの福利厚生を考えて、企業年金を設立
した先達へ感謝しています。複写産業に携われ

てハッピーでし
た。皆様方も
楽しくやってい
ただければと
思います」と
謝辞。さらに、
世界に通ずる
着物の素晴ら
しさを語った。
　松岡豊副理事長は「皆
さまからいただく詳しい情
報を的確に捉えて意義あ
る発信をして、社会に貢
献できればと思っておりま
す」と、第１部閉会のあ
いさつを行った。

— 第２部 —　祝賀会

関複 創立50周年 記念式典祝賀会

松岡副理事長

キヤノンマーケティング
ジャパン 吉岡氏
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前の同社のコピー機などを紹介し「50 年前はオ
フィスのオートメーション化で、事業の転換期で
した。現在はビジネスユニットを導入しておりま

す。課題解決をするため
の 生 産 性 向 上や、 新 規
事 業に領 域 拡 大のお 手
伝いをしてお互いの事業
実現をさせたいと考えて
おります」と述べた。

乾杯／祝宴

　富士フイルムビジネスイノベーションジャパン
株式会社の吉田栄孝氏の発声で乾杯し、祝宴
となった。吉田氏は発声に先立ち「富士ゼロッ
クスから現在の社名になりましたが、富士ゼロッ
クスは創立から 60 周年、富士フイルムは明日
20 日で 90 周年となります。その間、地球上の

“笑 顔の回数を増やして
いく”という気持ちを持
ち続けて営業してきまし
た。 組合員の皆さまも、
笑顔を増やしていただけ
れば、と思います」と述
べた。

スペシャルライブ　ナターシャ・グジー氏

　　祝宴の途中で、近畿ドキュメントサービス
協同組合の河村武敏理事長と、日本ドキュメン
トサービス協同組合連合会の楠本雅一会長か
らお祝いのあいさつがあった。

　また“ウクライナの歌姫 
ナターシャ・グジー スペ
シャルライブ ”～水 晶の
歌 声とバンドゥーラの 華
麗な響き～と題してのスペ
シャルライブが開かれた。

進行は家令光国教育情報部長。「50 周年にふ
さわしく、記憶に残るものとして、スペシャルラ
イブを企画しました」と述べた。
　グジー氏は「我がキエフ」「踊る娘」「いつも

何 度 で も」「 秋
桜（ コスモ ス）」

「 カッチ ー ニ の
アヴェ・マリア」
の 4 曲 を 演 奏
し、来場者は澄
んだ歌 声とバン
ドゥーラの 響き
に 酔 いし れ た。
アンコール曲の「ふるさと」は来場者も一緒に
歌い、さらに一体感が高まった。
　グジー氏はライブの途中、 民 族 楽器“バン
ドゥーラ”について解説し、ウクライナについて、
支 援活動のために組んでいるプロジェクトや、
ウクライナ発祥の料理・ボルシチ等を紹介した。

「ウクライナを身近に感じ、興味を持ってもらい
たいです。名前のナターシャはナタリアの愛称
で、日本語で言うならばなっちゃんです。良かっ
たらなっちゃんと呼んでください」と流ちょうな
日本 語で話した。グジー氏は来日して 24 年、
コンサートやライブ活動に加え、音楽教室、学
校での国際理解教室や TV・ラジオなど多方面
で活躍している。

アトラクション／閉会

　また、アトラクシ ョ
ンとして、クオカー ド
1 万 円 分、そしてグ
ジー氏のサイン入り
CD が当たるくじ引
きがあった。サイン入り CD はグジー氏がくじを
引き直接手渡して、当選者との記念撮影もする
豪華版だった。非常に和やかな内に閉会となり、
柴田昌彦会員交流推進部長が、50 年間の社会

経済情勢の変化などを振
り返りつつ「今後はたと
え不景気でも、健康第一
でいきたいですね」と述
べて、一丁締めでお開き
となった。

富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン

吉田氏

リコージャパン 河村氏

柴田部長

家令部長
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関複アーカイブ

令和5 年度 定例理事会 報告

Ⅰ.【審議事項】
 ・創立 50 周年記念式典祝賀会について
　祝宴の出演者はナターシャ・グジー氏。 案

内文送付時に、紹介チラシを同封する。
　 手土産については、次回に持ち越し。記念

品はサーモスマグカップに決定。
　 案内文について、11 月末には各会員等に

郵送する。
Ⅱ.【各部会の活動について】

▽ 会員交流推進部
 ・第 9 回関複オープンゴルフコンペ報告：10

月 7 日、立野クラシック・ゴルフ倶楽部にて
開催。参加者 11 名。

 ・忘年会：創立 50 周年記念式典祝賀会が翌
月にあるため、中止。

▽ 広報企画部  
 ・「Kanpuku News」Winter 号（1 月号）に
　ついて：記事内容は巻頭言、各部長あいさ

つ、名刺広告、各メーカー、PP 事業、理

事会、創立 50 周年記念式典祝賀会など。
1 月末発行予定。

▽教育情報部
 ・「Digital Printing World Autumn2023」

10 月 26 日、富士フイルムビジネスイノベー
ションジャパン㈱豊洲ショールームで開催予
定。

 ・創立 50 周年記念式典祝賀会は、セミナー
を行わない。

▽ PP 事業部
 ・研修会は宇都宮地区と東北地区は終了、中

部 地 区＝ 10 月 14 日、 東 京 地 区＝ 10 月
18 日、11 月 16 日に開催予定。 東京の研
修会集計完了。両日参加できない場合、資
格剥奪も。

Ⅲ .【その他】
 ・ 富士フイルムビジネスイノベーションジャパン

㈱特別支援キャンペーンの必要性について。
キャンペーンは今後、なくなる可能性がある。

Ⅰ.【審議事項】
 ・創立 50 周年記念式典祝賀会について
　表彰状作成：松岡副理事長、筒の用意：森

迫副理事長
　 案内状作成後、すぐに組合員、賛助会員、

PP 会員、春日出藍会に郵送する。
　手土産はおかき、記念品はタンブラーに決定。

Ⅱ.【各部会の活動について】
▽会員交流推進部
 ・納会を 12 月 14 日、後楽園飯店にて開催

第 7回定例理事会　10月12 日 開催
開催場所：関東複写センター事務局、Zoom ハイブリッド形式

第 8 回定例理事会　11 月17 日 開催
開催場所：関東複写センター事務局、Zoom ハイブリッド形式
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予定。
▽広報企画部
 ・「Kanpuku News」について、制作会社変

更のため、今後の進め方等を 10 月 26 日、
広報委員会を開催し確認。原稿等の一括窓
口は事務局。

 ・関複 HP は、「Kanpuku News」Autumn
号を更新済み。

▽ 教育情報部
 ・10 月 26 日開催の 「Digital Printing Wo

rld Autumn2023」 は、20 社 42 名（ 内
15 名：関複関係者）が参加。

　大変勉強になった（家令理事）、いろいろな
企業との交流にもなり、積極的に参加すると
よいとの報告があった。

▽ PP 事業部
 ・研修会を 11 月 16 日、文京シビックセンター

5 階会議室 A で開催。11 社 13 名参加。
今後 PP 事業を、全国で広めたい。認証機
関の管轄は、㈱ネクストステージビジネスコ
ンサルティングの HP に PP の PR がない。
管轄を関複事務局にしてはどうか、認証企
業を PRしてほしい、PP パンフレットを作成
し、広められると良いとの意見があがった。

Ⅲ .【その他】
 ・富士フイルムビジネスイノベーションジャパン

㈱特別支援キャンペーンの必要性について。
　キャンペーンの今後については、メーカーの

判断に任せる。キャンペーンを期待している
組合員もいる等の意見があった。

Ⅰ.【審議事項】
 ・創立 50 周年記念式典祝賀会について
　理事会、式典、祝賀会の開催時刻、及び

会場時刻決定。 祝賀会の乾杯あいさつ依
頼者は保留。出欠の集計はほぼ完了。

Ⅱ.【各部会の活動について】
▽会員交流推進部
 ・納会を 12 月 14 日、後楽園飯店にて開催。
 ・会員交流を深められる企画を考えていく（例

ゴルフなど）。
▽広報企画部
 ・「Kanpuku News」Winter 号（ 1月号）は
　 神田先生の PP ページを「Digital Printing 

World Autumn2023」（主催：富士フイル
ム BIJ ㈱）記事に変更。

▽教育情報部
 ・ 創立 50 周年記念式典祝賀会・ゲストのナ

ターシャグジーさんとの集合写真について、

確認をする。また、タイムスケジュールの共
有希望があった。

▽ PP 事業部
 ・認証機関の管轄を、関複事務局に変更でき

るかどうか、他を神田幸夫先生（中小企業
診断士）に確認する。

Ⅲ .【その他】
 ・三役会：12 月 25 日 15 時～、事務局
 ・次回理事会：1 月 19 日 16 時～、ロイヤル

パークホテル

第 9回定例理事会　12 月14日 開催
開催場所：関東複写センター事務局
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複写業に最適なコンパクトプロダクションプリンター
“ ／V800”
カラープロダクションプリンター「 （イメージプレス）」シリーズの新製品として、
リリースいたしました“imagePRESS V900／V800”がご好評を頂いております。

新製品では、コンパクトなサイズでありながら毎分 枚（ の場合、 ヨコ）の印刷速度、
幅広い用紙対応力を備え、封筒やレザックなどの特殊用紙への対応力を強化、複写業におけるプ
リントサービスメニューの拡充を実現いたします。
また最近の 機は多機能なぶん操作が複雑化していますが、新製品では高度なスキルがなく
ても、印刷前の品質調整が簡単に実施でき、オペレーターの作業負荷を大幅に軽減します。

おもな特長
コンパクト設計ながら、オプションユニットの拡張性と幅広い用紙対応力で多様な印刷が可能
・「 シリーズ」最小の本体は、最小構成で従来機より設置面積を約 ％削減
・長尺紙をはじめとする様々な用紙を格納できる給紙ユニット、中綴じ可能なフィニッシャーな
ど、オプション追加で機能拡張が可能
・ ㎡から ㎡の厚さの用紙、封筒印刷では長形 号サイズにも新たに対応
印刷前の機器調整作業の省力化により、オペレーターの負荷軽減と拘束時間短縮を実現
・自動原稿送り装置（ ）でチャートをスキャンするだけで、印字位置や色調整が可能。
・インライン分光センサーを採用し、高精度な色調整がボタン操作一つで実現。

★品川ショールームにて実機をご覧頂けますので、ぜひ担当営業までご連絡願います。★

印刷物の表裏・色味調整の自動化オプション！
「センシングユニット・ 」

「センシングユニット・ 」は、これまで人手に頼っていた表裏の画像位置や色味の調整作業を
自動で行います。印刷中も常に表裏位置や色味を自動補正しながら印刷する事で、オペレーター
の手間や作業時間を削減し、スキルに依存しない高品位な印刷を安定して実現します。

■ の作業現場でこんな事が起きていませんか？
・ 日に何度もキャリブレーションや用紙設定作業を行うため、印刷以外の拘束時間が長い
・手動の調整、設定が多く、オペレーターのスキルにより品質のばらつきが発生する

キヤノン品川 タワーにてデモンストレーション受付中。ご依頼は担当営業までお願いします。

センシングユニット・

キヤノンMJの提案　70
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富士フイルムビジネスイノベーション（以下、富士フイルムBI）アジアパシフィック（本社:シンガポール）は、
同社が主催し、国内外の富士フイルムグループの印刷機器ユーザーによるデジタル印刷作品を評価するコンテスト
「Innovation Print Awards（イノベーション・プリント・アワード、以下、IPA）」の2023年度の入賞作品を発表
しました。日本からは、最優秀賞を含む4作品が入賞しました。

「IPA」は、富士フイルムBIアジアパシフィックが、2008年から毎年、アジア・パシフィック地域で開催している
コンテストで、富士フイルムBIのプロダクションプリンター「Revoria Press」シリーズやインクジェットデジタル
プレス「Jet Press」シリーズ、ワイドフォーマットプリンター「Acuity」シリーズなどを使って制作された印刷作品
を応募対象としています。応募作品は、アジア・パシフィック地域で開催される印刷関連のイベントや展示会などで
紹介されるため、応募者である印刷会社やデザイン会社は、自身の技術・発想力を国際的にアピールする機会を数多
く得ることができます。

本年度は、アジア・パシフィックの11の国と地域から275作品の応募があり、その中から39作品が入賞作品として
選出。日本からは最優秀賞を含む4作品が入賞しました。尚、入賞作品および応募作品は、「グラフィックコミュニ
ケーション東京※」をはじめとするショウルーム、および各地域で開催されるイベントで展示される予定です。

※ 開設コンセプトである「変革」と「共創連携」を体感できる多様なコンテンツを展示する、グラフィックコミュニケーション事
業のショウルーム。最新のデジタル印刷機や、デザイナーとのコラボレーションによって生み出された出力物などを展示。

「Innovation Print Awards 2023」 日本からの入賞作品

「フォトブック」部門 第1位
作品名:メタバース時代の新たなフォトブック市場開拓 - VRフォトグラファーとアバター達の撮影会-
企業名:ヤマゼンコミュニケイションズ株式会社（栃木県宇都宮市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:MyAnimeList社（世界最大のアニメファンコミュニティの企画運営会社）が開催した

VR Chat Worldでの撮影会で、VRフォトグラファーがVR空間でVRカメラを用いて撮影した
アバターたちのフォトブックアルバムとポスター。RGB色域表現が基本のVR空間の特徴を
限りなく再現した、Web3.0時代の新しい作品。

最優秀賞 Best Innovation Award 2023（インクジェット）／「芸術関連製品」部門 第1位
作品名:”SUN BOOK” by YOSHIROTTEN
企業名:株式会社サンエムカラー（京都府京都市） 出力機種:Jet Press 750S
作品説明:デザイナーYOSHIROTTEN氏による、アート作品365点からなる、展示会用アート

ブック。「高濃度でダイナミックレンジが広く、シャドー側の表情が豊かな印刷」を、
デジタル印刷機「Jet Press 750S」で実現。表紙は12色のバリエーション、6センチ
の厚さがある小口部分に箔を施すなど、個性的な外観を持つ。365部限定販売。

「大判印刷物」部門 第1位
作品名:Infographic Poster - World Energy Balances and CO2 Emissions 1975-2020 -
企業名:株式会社サン・ブレーン（東京都北区）
作品説明:世界のエネルギー収支とCO2排出量を題材にした、インフォグラフィック作品。

インフォグラフィックとは、言葉や数字だけでは伝わりづらい情報を整理、分析、編集して
イラスト・チャート・グラフ・表などで表現したもの。

「マルチピース」部門 第2位
作品名:闘病中の子どもたちへの支援活動 - Kurume University Children’s Art -
企業名:株式会社昭和堂 （⾧崎県諫早市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:久留米大学病院で闘病中の子供たちの絵を使い商品化した、身⾧測定ポスターや

カレンダー、トランプ。同病院に勤務する、小児がんならびに小児科領域の治療
に携わる医師を中心としたボランティア組織が行っている、闘病中の子供たちを
支える取り組みのひとつで、その収益は小児科領域の活動や病気の子供たちへの
支援活動資金として還元されている。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンの提案

世界初、接着機能を持つ「圧着トナー」新発売
プロダクションカラープリンター「Revoria PressTM PC1120」に特殊トナーとして搭載し、
用紙への印字と糊付けをワンパスで完結
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富士フイルムビジネスイノベーションは、ハイエンドプロ市場向けプロダクションカラープリンター
「Revoria Press PC1120」用の特殊トナーとして、世界初※1の接着機能を持つ「圧着トナー」を、国内で発売
しました。デジタル印刷の小ロット生産や可変（バリアブル）印刷といった特性を生かしながら、販促目的で
使用される圧着はがきなどの制作工程を効率化することができます。

「圧着トナー」は、当社独自のトナー製法技術であるEA製法※2により、内部に自社開発の圧力応答性樹脂を
微細に分散させた無色透明のトナーです。高い圧力を加えたときにのみ樹脂が軟化し、用紙と用紙を接着する
機能を発揮します。

「Revoria Press PC1120」はシアン・マゼンダ・イエロー・ブラック
(CMYK)トナーに加えて最大2種類の特殊トナーを搭載できるプロダクション
プリンターです。「圧着トナー」を搭載した「Revoria Press PC1120」で

プリントした用紙の印字面同士を重ねて、圧着機※3で高い圧力と熱を加えることで、圧力応答性樹脂が反応し
てトナーが糊のような機能を発揮し、用紙同士を接着することができます。CMYKトナーによる画像や文字の印
刷と、「圧着トナー」による接着材塗布がワンパスで完結し、従来は印刷後に別工程で行っていた糊付け工程
の削減が可能です。印刷データ上で接着箇所を自在に指定できるほか、用紙同士の接着力の強弱をトナーの量
や圧力の強さにより調整することもできます。

DMとして活用される圧着はがきのイメージ

※1:当社調べ。接着機能を持つ実用化されたトナーおよびその技術は世界初。(2023年4月25日時点）
※2:Emulsion Aggregation(乳化凝集)製法。
※3:後加工機メーカーが提供する汎用の圧着機。ご利用にあたっては事前の検証が必要です。

富士フイルムビジネスイノベーションは、印刷業務の効率化と印刷会社のお客様への提供価値拡大を実現する
商品の提供を通じて、印刷ビジネスの拡大に貢献します。

「圧着トナー」は圧着はがきのような用紙同士を接着する印刷物を小ロット生産・可変印刷する用途に適し
ています。通常のはがきと同じ郵送料で2倍以上の情報を掲載できる圧着はがきは、企業が販促のために顧客へ
送付するダイレクトメール（DM）として広く活用されています。デジタル印刷の特性と「圧着トナー」の機能
を組み合わせて用いることで、受け取る人の嗜好や興味に合わせた内容の圧着はがきやA4サイズの圧着DMなど
を、短納期で必要な分だけ効率的に制作できるようになります。これにより、DMの活用機会を広げ、企業と顧
客の効果的なコミュニケーションを実現します。

また当社は、後加工機メーカーと協業し、印刷から圧着までに必要な後加工の機器をインラインで接続する
自動化ラインのシステム開発をお客様とともに進めていきます。印刷後の断裁や折り、圧着にいたるまでの多
岐に渡る工程を人手を介さず自動化することで、印刷生産プロセス全体の効率化を目指します。

商品名 標準価格（税別） 備考

圧着トナーイネーブリングキット※4 132,800円 取付費、搬入料金が別途必要です

トナーカートリッジ（圧着） 71,000円

【標準価格】

※4: Revoria Press PC1120で圧着トナーを使用開始する際に必要となる消耗品など。初回用のトナーカートリッジ（圧着）を含む。
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く得ることができます。
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作品説明:久留米大学病院で闘病中の子供たちの絵を使い商品化した、身⾧測定ポスターや

カレンダー、トランプ。同病院に勤務する、小児がんならびに小児科領域の治療
に携わる医師を中心としたボランティア組織が行っている、闘病中の子供たちを
支える取り組みのひとつで、その収益は小児科領域の活動や病気の子供たちへの
支援活動資金として還元されている。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンの提案

国内外のデジタル印刷作品を評価するコンテスト
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富士フイルムビジネスイノベーション（以下、富士フイルムBI）アジアパシフィック（本社:シンガポール）は、
同社が主催し、国内外の富士フイルムグループの印刷機器ユーザーによるデジタル印刷作品を評価するコンテスト
「Innovation Print Awards（イノベーション・プリント・アワード、以下、IPA）」の2023年度の入賞作品を発表
しました。日本からは、最優秀賞を含む4作品が入賞しました。
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コンテストで、富士フイルムBIのプロダクションプリンター「Revoria Press」シリーズやインクジェットデジタル
プレス「Jet Press」シリーズ、ワイドフォーマットプリンター「Acuity」シリーズなどを使って制作された印刷作品
を応募対象としています。応募作品は、アジア・パシフィック地域で開催される印刷関連のイベントや展示会などで
紹介されるため、応募者である印刷会社やデザイン会社は、自身の技術・発想力を国際的にアピールする機会を数多
く得ることができます。

本年度は、アジア・パシフィックの11の国と地域から275作品の応募があり、その中から39作品が入賞作品として
選出。日本からは最優秀賞を含む4作品が入賞しました。尚、入賞作品および応募作品は、「グラフィックコミュニ
ケーション東京※」をはじめとするショウルーム、および各地域で開催されるイベントで展示される予定です。

※ 開設コンセプトである「変革」と「共創連携」を体感できる多様なコンテンツを展示する、グラフィックコミュニケーション事
業のショウルーム。最新のデジタル印刷機や、デザイナーとのコラボレーションによって生み出された出力物などを展示。

「Innovation Print Awards 2023」 日本からの入賞作品
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アバターたちのフォトブックアルバムとポスター。RGB色域表現が基本のVR空間の特徴を
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作品説明:デザイナーYOSHIROTTEN氏による、アート作品365点からなる、展示会用アート

ブック。「高濃度でダイナミックレンジが広く、シャドー側の表情が豊かな印刷」を、
デジタル印刷機「Jet Press 750S」で実現。表紙は12色のバリエーション、6センチ
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同社が主催し、国内外の富士フイルムグループの印刷機器ユーザーによるデジタル印刷作品を評価するコンテスト
「Innovation Print Awards（イノベーション・プリント・アワード、以下、IPA）」の2023年度の入賞作品を発表
しました。日本からは、最優秀賞を含む4作品が入賞しました。

「IPA」は、富士フイルムBIアジアパシフィックが、2008年から毎年、アジア・パシフィック地域で開催している
コンテストで、富士フイルムBIのプロダクションプリンター「Revoria Press」シリーズやインクジェットデジタル
プレス「Jet Press」シリーズ、ワイドフォーマットプリンター「Acuity」シリーズなどを使って制作された印刷作品
を応募対象としています。応募作品は、アジア・パシフィック地域で開催される印刷関連のイベントや展示会などで
紹介されるため、応募者である印刷会社やデザイン会社は、自身の技術・発想力を国際的にアピールする機会を数多
く得ることができます。

本年度は、アジア・パシフィックの11の国と地域から275作品の応募があり、その中から39作品が入賞作品として
選出。日本からは最優秀賞を含む4作品が入賞しました。尚、入賞作品および応募作品は、「グラフィックコミュニ
ケーション東京※」をはじめとするショウルーム、および各地域で開催されるイベントで展示される予定です。

※ 開設コンセプトである「変革」と「共創連携」を体感できる多様なコンテンツを展示する、グラフィックコミュニケーション事
業のショウルーム。最新のデジタル印刷機や、デザイナーとのコラボレーションによって生み出された出力物などを展示。

「Innovation Print Awards 2023」 日本からの入賞作品

「フォトブック」部門 第1位
作品名:メタバース時代の新たなフォトブック市場開拓 - VRフォトグラファーとアバター達の撮影会-
企業名:ヤマゼンコミュニケイションズ株式会社（栃木県宇都宮市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:MyAnimeList社（世界最大のアニメファンコミュニティの企画運営会社）が開催した

VR Chat Worldでの撮影会で、VRフォトグラファーがVR空間でVRカメラを用いて撮影した
アバターたちのフォトブックアルバムとポスター。RGB色域表現が基本のVR空間の特徴を
限りなく再現した、Web3.0時代の新しい作品。

最優秀賞 Best Innovation Award 2023（インクジェット）／「芸術関連製品」部門 第1位
作品名:”SUN BOOK” by YOSHIROTTEN
企業名:株式会社サンエムカラー（京都府京都市） 出力機種:Jet Press 750S
作品説明:デザイナーYOSHIROTTEN氏による、アート作品365点からなる、展示会用アート

ブック。「高濃度でダイナミックレンジが広く、シャドー側の表情が豊かな印刷」を、
デジタル印刷機「Jet Press 750S」で実現。表紙は12色のバリエーション、6センチ
の厚さがある小口部分に箔を施すなど、個性的な外観を持つ。365部限定販売。

「大判印刷物」部門 第1位
作品名:Infographic Poster - World Energy Balances and CO2 Emissions 1975-2020 -
企業名:株式会社サン・ブレーン（東京都北区）
作品説明:世界のエネルギー収支とCO2排出量を題材にした、インフォグラフィック作品。

インフォグラフィックとは、言葉や数字だけでは伝わりづらい情報を整理、分析、編集して
イラスト・チャート・グラフ・表などで表現したもの。

「マルチピース」部門 第2位
作品名:闘病中の子どもたちへの支援活動 - Kurume University Children’s Art -
企業名:株式会社昭和堂 （⾧崎県諫早市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:久留米大学病院で闘病中の子供たちの絵を使い商品化した、身⾧測定ポスターや

カレンダー、トランプ。同病院に勤務する、小児がんならびに小児科領域の治療
に携わる医師を中心としたボランティア組織が行っている、闘病中の子供たちを
支える取り組みのひとつで、その収益は小児科領域の活動や病気の子供たちへの
支援活動資金として還元されている。



Kanpuku News 2024 Winter12

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンの提案

国内外のデジタル印刷作品を評価するコンテスト
「Innovation Print Awards 2023」入賞作品発表
日本より最優秀賞を含む計４作品が入賞

70

富士フイルムビジネスイノベーション（以下、富士フイルムBI）アジアパシフィック（本社:シンガポール）は、
同社が主催し、国内外の富士フイルムグループの印刷機器ユーザーによるデジタル印刷作品を評価するコンテスト
「Innovation Print Awards（イノベーション・プリント・アワード、以下、IPA）」の2023年度の入賞作品を発表
しました。日本からは、最優秀賞を含む4作品が入賞しました。

「IPA」は、富士フイルムBIアジアパシフィックが、2008年から毎年、アジア・パシフィック地域で開催している
コンテストで、富士フイルムBIのプロダクションプリンター「Revoria Press」シリーズやインクジェットデジタル
プレス「Jet Press」シリーズ、ワイドフォーマットプリンター「Acuity」シリーズなどを使って制作された印刷作品
を応募対象としています。応募作品は、アジア・パシフィック地域で開催される印刷関連のイベントや展示会などで
紹介されるため、応募者である印刷会社やデザイン会社は、自身の技術・発想力を国際的にアピールする機会を数多
く得ることができます。

本年度は、アジア・パシフィックの11の国と地域から275作品の応募があり、その中から39作品が入賞作品として
選出。日本からは最優秀賞を含む4作品が入賞しました。尚、入賞作品および応募作品は、「グラフィックコミュニ
ケーション東京※」をはじめとするショウルーム、および各地域で開催されるイベントで展示される予定です。

※ 開設コンセプトである「変革」と「共創連携」を体感できる多様なコンテンツを展示する、グラフィックコミュニケーション事
業のショウルーム。最新のデジタル印刷機や、デザイナーとのコラボレーションによって生み出された出力物などを展示。

「Innovation Print Awards 2023」 日本からの入賞作品

「フォトブック」部門 第1位
作品名:メタバース時代の新たなフォトブック市場開拓 - VRフォトグラファーとアバター達の撮影会-
企業名:ヤマゼンコミュニケイションズ株式会社（栃木県宇都宮市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:MyAnimeList社（世界最大のアニメファンコミュニティの企画運営会社）が開催した

VR Chat Worldでの撮影会で、VRフォトグラファーがVR空間でVRカメラを用いて撮影した
アバターたちのフォトブックアルバムとポスター。RGB色域表現が基本のVR空間の特徴を
限りなく再現した、Web3.0時代の新しい作品。

最優秀賞 Best Innovation Award 2023（インクジェット）／「芸術関連製品」部門 第1位
作品名:”SUN BOOK” by YOSHIROTTEN
企業名:株式会社サンエムカラー（京都府京都市） 出力機種:Jet Press 750S
作品説明:デザイナーYOSHIROTTEN氏による、アート作品365点からなる、展示会用アート

ブック。「高濃度でダイナミックレンジが広く、シャドー側の表情が豊かな印刷」を、
デジタル印刷機「Jet Press 750S」で実現。表紙は12色のバリエーション、6センチ
の厚さがある小口部分に箔を施すなど、個性的な外観を持つ。365部限定販売。

「大判印刷物」部門 第1位
作品名:Infographic Poster - World Energy Balances and CO2 Emissions 1975-2020 -
企業名:株式会社サン・ブレーン（東京都北区）
作品説明:世界のエネルギー収支とCO2排出量を題材にした、インフォグラフィック作品。

インフォグラフィックとは、言葉や数字だけでは伝わりづらい情報を整理、分析、編集して
イラスト・チャート・グラフ・表などで表現したもの。

「マルチピース」部門 第2位
作品名:闘病中の子どもたちへの支援活動 - Kurume University Children’s Art -
企業名:株式会社昭和堂 （⾧崎県諫早市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:久留米大学病院で闘病中の子供たちの絵を使い商品化した、身⾧測定ポスターや

カレンダー、トランプ。同病院に勤務する、小児がんならびに小児科領域の治療
に携わる医師を中心としたボランティア組織が行っている、闘病中の子供たちを
支える取り組みのひとつで、その収益は小児科領域の活動や病気の子供たちへの
支援活動資金として還元されている。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンの提案

世界初、接着機能を持つ「圧着トナー」新発売
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用紙への印字と糊付けをワンパスで完結
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富士フイルムビジネスイノベーションは、ハイエンドプロ市場向けプロダクションカラープリンター
「Revoria Press PC1120」用の特殊トナーとして、世界初※1の接着機能を持つ「圧着トナー」を、国内で発売
しました。デジタル印刷の小ロット生産や可変（バリアブル）印刷といった特性を生かしながら、販促目的で
使用される圧着はがきなどの制作工程を効率化することができます。

「圧着トナー」は、当社独自のトナー製法技術であるEA製法※2により、内部に自社開発の圧力応答性樹脂を
微細に分散させた無色透明のトナーです。高い圧力を加えたときにのみ樹脂が軟化し、用紙と用紙を接着する
機能を発揮します。

「Revoria Press PC1120」はシアン・マゼンダ・イエロー・ブラック
(CMYK)トナーに加えて最大2種類の特殊トナーを搭載できるプロダクション
プリンターです。「圧着トナー」を搭載した「Revoria Press PC1120」で

プリントした用紙の印字面同士を重ねて、圧着機※3で高い圧力と熱を加えることで、圧力応答性樹脂が反応し
てトナーが糊のような機能を発揮し、用紙同士を接着することができます。CMYKトナーによる画像や文字の印
刷と、「圧着トナー」による接着材塗布がワンパスで完結し、従来は印刷後に別工程で行っていた糊付け工程
の削減が可能です。印刷データ上で接着箇所を自在に指定できるほか、用紙同士の接着力の強弱をトナーの量
や圧力の強さにより調整することもできます。

DMとして活用される圧着はがきのイメージ

※1:当社調べ。接着機能を持つ実用化されたトナーおよびその技術は世界初。(2023年4月25日時点）
※2:Emulsion Aggregation(乳化凝集)製法。
※3:後加工機メーカーが提供する汎用の圧着機。ご利用にあたっては事前の検証が必要です。

富士フイルムビジネスイノベーションは、印刷業務の効率化と印刷会社のお客様への提供価値拡大を実現する
商品の提供を通じて、印刷ビジネスの拡大に貢献します。

「圧着トナー」は圧着はがきのような用紙同士を接着する印刷物を小ロット生産・可変印刷する用途に適し
ています。通常のはがきと同じ郵送料で2倍以上の情報を掲載できる圧着はがきは、企業が販促のために顧客へ
送付するダイレクトメール（DM）として広く活用されています。デジタル印刷の特性と「圧着トナー」の機能
を組み合わせて用いることで、受け取る人の嗜好や興味に合わせた内容の圧着はがきやA4サイズの圧着DMなど
を、短納期で必要な分だけ効率的に制作できるようになります。これにより、DMの活用機会を広げ、企業と顧
客の効果的なコミュニケーションを実現します。

また当社は、後加工機メーカーと協業し、印刷から圧着までに必要な後加工の機器をインラインで接続する
自動化ラインのシステム開発をお客様とともに進めていきます。印刷後の断裁や折り、圧着にいたるまでの多
岐に渡る工程を人手を介さず自動化することで、印刷生産プロセス全体の効率化を目指します。

商品名 標準価格（税別） 備考

圧着トナーイネーブリングキット※4 132,800円 取付費、搬入料金が別途必要です

トナーカートリッジ（圧着） 71,000円

【標準価格】

※4: Revoria Press PC1120で圧着トナーを使用開始する際に必要となる消耗品など。初回用のトナーカートリッジ（圧着）を含む。
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※ 開設コンセプトである「変革」と「共創連携」を体感できる多様なコンテンツを展示する、グラフィックコミュニケーション事
業のショウルーム。最新のデジタル印刷機や、デザイナーとのコラボレーションによって生み出された出力物などを展示。

「Innovation Print Awards 2023」 日本からの入賞作品

「フォトブック」部門 第1位
作品名:メタバース時代の新たなフォトブック市場開拓 - VRフォトグラファーとアバター達の撮影会-
企業名:ヤマゼンコミュニケイションズ株式会社（栃木県宇都宮市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:MyAnimeList社（世界最大のアニメファンコミュニティの企画運営会社）が開催した

VR Chat Worldでの撮影会で、VRフォトグラファーがVR空間でVRカメラを用いて撮影した
アバターたちのフォトブックアルバムとポスター。RGB色域表現が基本のVR空間の特徴を
限りなく再現した、Web3.0時代の新しい作品。

最優秀賞 Best Innovation Award 2023（インクジェット）／「芸術関連製品」部門 第1位
作品名:”SUN BOOK” by YOSHIROTTEN
企業名:株式会社サンエムカラー（京都府京都市） 出力機種:Jet Press 750S
作品説明:デザイナーYOSHIROTTEN氏による、アート作品365点からなる、展示会用アート

ブック。「高濃度でダイナミックレンジが広く、シャドー側の表情が豊かな印刷」を、
デジタル印刷機「Jet Press 750S」で実現。表紙は12色のバリエーション、6センチ
の厚さがある小口部分に箔を施すなど、個性的な外観を持つ。365部限定販売。

「大判印刷物」部門 第1位
作品名:Infographic Poster - World Energy Balances and CO2 Emissions 1975-2020 -
企業名:株式会社サン・ブレーン（東京都北区）
作品説明:世界のエネルギー収支とCO2排出量を題材にした、インフォグラフィック作品。

インフォグラフィックとは、言葉や数字だけでは伝わりづらい情報を整理、分析、編集して
イラスト・チャート・グラフ・表などで表現したもの。
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作品名:闘病中の子どもたちへの支援活動 - Kurume University Children’s Art -
企業名:株式会社昭和堂 （⾧崎県諫早市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:久留米大学病院で闘病中の子供たちの絵を使い商品化した、身⾧測定ポスターや

カレンダー、トランプ。同病院に勤務する、小児がんならびに小児科領域の治療
に携わる医師を中心としたボランティア組織が行っている、闘病中の子供たちを
支える取り組みのひとつで、その収益は小児科領域の活動や病気の子供たちへの
支援活動資金として還元されている。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンの提案

国内外のデジタル印刷作品を評価するコンテスト
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アバターたちのフォトブックアルバムとポスター。RGB色域表現が基本のVR空間の特徴を
限りなく再現した、Web3.0時代の新しい作品。

最優秀賞 Best Innovation Award 2023（インクジェット）／「芸術関連製品」部門 第1位
作品名:”SUN BOOK” by YOSHIROTTEN
企業名:株式会社サンエムカラー（京都府京都市） 出力機種:Jet Press 750S
作品説明:デザイナーYOSHIROTTEN氏による、アート作品365点からなる、展示会用アート

ブック。「高濃度でダイナミックレンジが広く、シャドー側の表情が豊かな印刷」を、
デジタル印刷機「Jet Press 750S」で実現。表紙は12色のバリエーション、6センチ
の厚さがある小口部分に箔を施すなど、個性的な外観を持つ。365部限定販売。

「大判印刷物」部門 第1位
作品名:Infographic Poster - World Energy Balances and CO2 Emissions 1975-2020 -
企業名:株式会社サン・ブレーン（東京都北区）
作品説明:世界のエネルギー収支とCO2排出量を題材にした、インフォグラフィック作品。

インフォグラフィックとは、言葉や数字だけでは伝わりづらい情報を整理、分析、編集して
イラスト・チャート・グラフ・表などで表現したもの。

「マルチピース」部門 第2位
作品名:闘病中の子どもたちへの支援活動 - Kurume University Children’s Art -
企業名:株式会社昭和堂 （⾧崎県諫早市） 出力機種:Revoria Press PC1120
作品説明:久留米大学病院で闘病中の子供たちの絵を使い商品化した、身⾧測定ポスターや

カレンダー、トランプ。同病院に勤務する、小児がんならびに小児科領域の治療
に携わる医師を中心としたボランティア組織が行っている、闘病中の子供たちを
支える取り組みのひとつで、その収益は小児科領域の活動や病気の子供たちへの
支援活動資金として還元されている。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパンの提案

国内外のデジタル印刷作品を評価するコンテスト
「Innovation Print Awards 2023」入賞作品発表
日本より最優秀賞を含む計４作品が入賞
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リコージャパンの提案 ６８
リコージャパンの提案 67

リコーはさまざまな現場の環境改善や管理コストの低減のために、
複合機開発で培った有機感光体の技術を応⽤したセンサーを開発しました。

RICOH EH 環境センサー

RICOH EH CO2センサー

「温度、湿度、照度、気圧、

電池の電圧」を計測し、
管理することができます。

「温度、湿度、照度、気圧、
電池の電圧」と合わせて、
CO2濃度を計測し、
管理することができます。

熱中症対策に︕
熱中症になる危険値（温度・湿度）
を設定し、管理者にアラートで通知。

感染症対策に︕
感染症対策に求められるCO2濃度の
危険値を設定し、管理者にアラートで通知。

印刷環境の最適化に︕
印刷に悪影響を及ぼす温度・湿度
を設定し、管理者にアラートで通知。

「⼯場や倉庫」の温湿度管理 「冷蔵庫・冷凍庫」の温度管理 「オフィス空間」の温度管理

ご利⽤環境例

「飲⾷店などの店舗・商業施設」の3密リスクへの安全対策 「学校・⾼齢者施設・病院」の感染症対策

リコージャパンの提案　70
リコージャパンの提案 ６８

リコージャパンの提案 ６８
リコージャパンの提案 ６８
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関東複写センター協同組合

理 事

朝香　雅文

株式会社ドキュメント
横浜市中区尾上町 35 横浜第一有楽ビル 5 階

関東複写センター協同組合

副理事長

森迫　隆正

国際写真株式会社
〒 103-0007 中央区日本橋浜町 2-33-7

関東複写センター協同組合

理事長

米田　和秀

株式会社日本工業社
〒 104-0033 文京区白山 2-37-7

理 事

柴田　昌彦

有限会社ブックセンタークリエイト
〒 104-0033 中央区新川 2-15-7 坂田ビル

関東複写センター協同組合 関東複写センター協同組合

理 事

早坂　 淳

株式会社ケーヨー
〒 103-0023 中央区日本橋本町 4-1-6

関東複写センター協同組合

副理事長

松岡　 豊

株式会社アイワコピー
〒 123-0845 足立区西新井本町 2-27-15

関東複写センター協同組合

理 事

家令　光国

株式会社三千和商工
〒 105-0004 港区新橋 6-10-7 ミチワビル

関東複写センター協同組合

理 事

中村　保男

株式会社青工社
〒 210-0834 川崎市川崎区大島 1-30-8

 新年明けまして
  おめでとうござます
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関東複写センター協同組合

理事相談役

斎藤　隆正
株式会社シー・アンド・アール
横浜市中区尾上町 35 横浜第一有楽ビル 5 階
㈱エフ・アイ・エス内

関東複写センター協同組合

相談役

杉山 金太郎

幸和技研株式会社
〒 160-0004 新宿区四谷 3-9 光明堂ビル

関東複写センター協同組合

監 事

北島　雄二

株式会社共立工業社
〒 102-0073 千代田区九段北 4-3-16
 サンライン第 14 ビル 1 階

関東複写センター協同組合

事務局

渡邉 浩財子

〒 112-0002 文京区小石川 1-4-12
 文京ガーデン ザ ウエスト 704 号室
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　令和 5 年 10 月 7 日（土）、前回と同じ千葉
県市原市の「立野クラシック・ゴルフ倶楽部」
にて開催いたしました。空が澄み清 し々い秋を感
じる時候の中、3 組（参加者 11名）にご参加
いただき、大きな事故もなく、無事終了すること
が出来ましたのも、皆様のご協力があってこそと
感謝しております。
　新型コロナウイルス感染症への対策は、日に
日に緩和され、出来ることが増えて参りました。
その分、感染される方や農耕接触者となり自宅
待機になる方が増えているようです。日々、体調
に気を付けてお過ごしください。

　これからも、親睦を深めるため（研修会等含め）
色々な企画を検討し進めてまいりますので、皆さ
まお誘いの上ご参加いただけますよう、心よりお
願い申し上げます。
　成績の上位の結果は、下記の通りです。

　※協賛会員さまよりたくさんの賞品提供を頂
きました。改めて心よりお礼を申し上げます。

順　位 順　位

優　勝 井上 一美 様

準優勝 石毛 健雄 様

第３位 山崎 和仁 様

第9回 関複オープンゴルフコンペ開催
会員交流推進部長：柴田昌彦
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令和５年度
第14回 PP維持更新・新規研修会を開催 

　昨年までは、試行錯誤しながら特例の YouTu
be や、DVD での対応で研修を行っておりまし
たが、ようやくコロナ禍が緩和され、全国リアル
で開催され無事終了いたしました。
　本年度は、「北海道地区」新
規２社（２名）・更新26社（33名）、
「東日本地区」6 社（9名）、「宇
都宮」2 社（6名）、「名古屋」
1 社（5名）、「東京（沖縄・九州・
中国・四国含む」33 社（35 名）
の計 70 社（90名）と、数多く
の方々が熱心に研修を受講され
ました。

　研修内容は、マイナンバーカードについて、
個人情報漏えい事例と対策、本年改正される個
人情報保護法について、ヒヤリハット事例など講
師から様々なことを学ぶことが出来ました。

北海道地区研修会の模様（開催日：9月9日）

東日本地区研修会の模様（開催日：10月7日）

東京地区研修会の模様（開催日：10月18日、11月16日）
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■はじめに

　前回は、私の知り合いの

会社で経営者の自己開示が

ないことで後継者とかみ合

わないばかりか大きな溝を

生んでしまった事例をあげま

した。今回は、譲る覚悟ができていない経営者の失

敗例とその回避策についてお話しします。実は私自

身も譲る覚悟は十分できているつもりでいました。当

時社長室は総務財務部室に同居していました。翌春

に新年会を兼ねた社長交代式を控えたある日、財務

部長が、「社長あと 1ヶ月ですよ。机の中片づいて

るんですか？」と聞かれハタと気づきました。当然私

の席は次期社長が座るのです。私はフリーアドレスエ

リアに移ることを全社に公言していたのです。ところ

が、忙しさにかまけて足元のことを後回しにしていた

のです。以前社長室から会長室にプレートだけ変え

て、社内外から顰蹙を買った失敗例を聞いていたの

でその轍は踏むまいと意気込んでいたものの、抜け

落ちていました。その後慌てて断捨離を進めることで

も気持ちが固まってきました。まさに「モノの整理は

心の整理」です。

■経営者の覚悟を明確に

　　事業承継において、譲る側の覚悟は肝と言って

過言ではありません。それに対して直言できる後継者

や幹部はまずいないでしょう。逆にそれをいいことに

社内に先代派、後継者派ができ社内分裂の危険性も

あるのです。だからこそ先ずは経営者が覚悟を固める

ことが大切です。また覚悟は一度固めればよいので

はなく、何度も何度も杭を打つがごとく繰り返すことで

揺るがぬものになっていくのです。居場所を変えるこ

とひとつにしても、なかなか決断できるものではありま

せんが、実行することでいろいろな発見もありスムー

〈第3回〉 失敗事例から学ぶ事業承継
事業承継問題

株式会社日本工業社 会長：米田 和秀（関東複写センター協同組合理事長）

米田理事長

連載

スに事が運ぶのでお勧めです。

■セカンドライフを一緒に考える

　いわゆる昭和の経営者は、会社、仕事が人生そ

のものだった方が多いのではないでしょうか。弊社で

も経営者始め幹部も「家庭のことは女房に任せて

おけばいいんだ！」が常識でした。私自身もリタイア

後の人生計画など真剣に考えたこともありませんで

した。

　弊社の事例で書きましたが、後継者の学校では

受講生の最初の課題が、「先代のセカンドライフを

一緒に考える」です。ほとんどの受講生は、「親父

のことなんかめんどくさいですよ」「たぶん仲間とゴ

ルフでもやるんじゃないですか？」と後継者は先代に

関心がありません。実際弊社では、「これからは楽

しめることをやったほうがいいよ！ なにをやれば楽し

めそう？」と質問されて、最初に「地元ボランティア」

を挙げました。それに加え経験を活かして「事業承

継のサポート」と人脈を活かした「ビジネスマッチン

グ」の３つを掲げました。そして一緒に肉付けをして

いきました。

　前述の 「仲間とのゴルフ」も健康にもストレス発

散にもなると思いますが、お役立ちという面で長続

きは難しいのではないでしょうか？ 結果、古巣が恋

しくなったり、後継者経営が気になって余計な口出

しをしては、後継者はやりづらいでしょう。それを防

ぐためにも大変でもセカンドライフを一緒に決めるこ

とをお勧めします。「前向きな追い出し作戦」と言

えるでしょうね ( 笑 )。

■事例企業について

　今回の 2 社は、私が自社の事業承継の事例発表

の折に質問を受けた経営者の事例です。それだけに

本音の話を聴くことができました。
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■はじめに
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〈第3回〉 失敗事例から学ぶ事業承継
事業承継問題

株式会社日本工業社 会長：米田 和秀（関東複写センター協同組合理事長）

米田理事長

連載
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を挙げました。それに加え経験を活かして「事業承

継のサポート」と人脈を活かした「ビジネスマッチン

グ」の３つを掲げました。そして一緒に肉付けをして
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しをしては、後継者はやりづらいでしょう。それを防

ぐためにも大変でもセカンドライフを一緒に決めるこ

とをお勧めします。「前向きな追い出し作戦」と言

えるでしょうね ( 笑 )。

■事例企業について

　今回の 2 社は、私が自社の事業承継の事例発表

の折に質問を受けた経営者の事例です。それだけに

本音の話を聴くことができました。
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　プライド、遠慮、取るに足らないなどと自分の価値

観で決めるのでなく、未来を担う後継者へのメッセー

ジとして勇気をもって向き合うことが、身を引く覚悟と

引き継ぐ覚悟をお互いに醸成するチャンスなのです。

  ■事例１（オフィス家具・SP 販売）

【会社概要】

・創業：昭和 4 年 (1929 年 )

曾祖父（初代）が上京し荒物雑貨店を創業。

祖父（２代）、父（３代）と業容を拡大し、現

在は四代目。まもなく100 年企業

・企業理念：「何とかならないかな？」 に対して

「何とかしましょう！」

・資本金：1,000 万円
◆父（70 代前半）３代目

・社長退任後も会長として継続

・毎日は出社しないが、会議には出席

・経済団体の役職で多忙
◆長男（45 歳）

・大卒後、オフィス家具メーカーに勤務後入社

・青年会議所で活躍

【解説】

　後継者が取締役の時からのお付き合い企業です。

以前に後継者の覚悟ができているかを質問してみまし

た。すると「株の承継は進んでいるの？」との問いに、

「おやじが銀行とやっていると思いますよ」との返答。

覚悟のなさを感じたことを思い出します。その後、社

長就任後近況を聞く機会がありました。会長は、出

社はせずに経済団体の活動を中心にしています。唯

一経営会議にはオブザーバーとして出席。これまで

会長が担当していた得意先は若手営業に引継がれま

した。営業が停滞の報告を受け「そんなわけないだ

ろ！」と口を出したのです。さらに伝票の担当者欄に

カッコ書きで自分の名前を入れるように強要したので

す。それに憤った社長が、その場で多数決裁判を行

い、当然ながら否決されました。

　私が社長に注意したのは、会議の場でしかも多数

決に持ち込んだこと。周囲は親子げんかに付き合わ

されることになるからです。席を変えて2人できちん

と説得する時間が大切なのです。

  ■事例２（不動産管理業）

【会社概要】

・創業：昭和 27 年（1952 年）

電気設備の工事を行う専門の会社として創業し

てから、総合ビル管理、リニューアル工事、そ

してプロパティマネジメントと着実に事業を拡大。

70 年間黒字経営

・企業理念：価値ある建物を技術をもってつくり活か

  し続け、そこに関わる全ての人をゆたかにすること

・資本金：8,100 万円

・従業員数：231 名
◆父（77 歳）２代目

・1946 年生まれ。1987 年 2 代目として社長就任。

2018 年代表取締役会長に就任。業界団体や

経済団体の役員を歴任。現在は取締役会長
◆息子（47 歳）

・大学・大学院で建築を専攻。卒業後コンサルティ

ング会社に就職。2 年後に父から招聘され入社。

営業経験後、営業企画部門に異動

・専務取締役を経て 2018 年に代表取締役に就任

【解説】

　事業承継講演後の食事会で後継者との関係性の

悩みを打ち明けられました。早速その場でホームペー

ジを閲覧すると、代表取締役会長、代表取締役社

長のダブル代表。金融機関要請なのかと聞くと、「業

界常識」だとのこと。いまどき業界？ 視点がズレて

いるなと正直感じました。その後、後継者への愚痴

が続き、とどめは、突然ホームページから自分の写

真と名前が消されたとの嘆き。さて、ホームページ

は誰のためのものでしょう。業界の仲間が見るため

のもの？ 会長のプライドのためのもの？ いいえ、現

在そして未来のお客様が見るものです。後継者は業

界をないがしろにしたのではなく、目的をはっきりさせ

たのだと思います。突然変えたことはともかくこの後

継者は、なかなか実力者だなと感じました。

　■次回は、私が社員承継で関わった企業の事例で

す。スタートは良かったのですが、現在揉めに揉めて

いる現状とその原因をできる限りご紹介します。
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　 去 る 2023 年 10 月 26 日
（木）の 15 時から、当組合協
賛会員である富士フイルムビ
ジネスイノベーションジャパ
ン株 式 会 社 様のご協力によ
り、 関 複セミナー「 Digital 
Printing World Autumn 
2023 ― デジタルプリンティン
グがもたらす最新の提供価値
を一挙公開！ ―」 が開催さ
れました。

　本イベントは関東複写セン
ター協同組合の組合員向け
に企画されましたが、 広く複
写・印刷業界の皆様にも門戸を広げるため、東
京ドキュメントサービス協同組合会員企業、その
他首都圏の複写・印刷関連企業にも開催のお
声がけをし、当日は会場の富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン豊洲ショールームに 20 社
42 名という多くの方が来場されました。（関東複
写センター協同組合関係者は 15 名の来場）

　当日はオープニングで、当組合の米田理事長
より開会のご挨拶が行われた後、最初にセミナー
講演 1 として『オンデマンド×特殊マテリアルご
紹介　コンテンツの価値を引き出す用紙マテリア
ル』と題し、特殊マテリアル（印刷する用紙等
の媒体）の詳細説明とともに、マテリアル活用
の実際のお客様事例のご紹介がありました。 続
いてセミナー講演 2 として『グラフィックコミュニ
ケーション事業における新たな取り組み事例』と
題し、グラフィックコミュニケーション事業におけ
る同人誌市場の事例及びデザイン専門学校との
協業事例のご紹介がありました。その後、第 3

部として、来場者が 3 つのグループに分かれて
3 カ所の展示コーナー（■展示１：デジタル印刷
が実現するエシカル消費のマテリアル事例展示、
■展示２：デジタル印刷機 Revoria（レヴォリア）
のデモ、■展示 3：POD プリンター Apeos Pro

（アペオス プロ）のデモ）を見学しました。そし
て、エンディングで東京ドキュメントサービス協同
組合の梶理事長がご挨拶を行い、盛況のうちに
閉会しました。

令和5年 関複セミナー実施ご報告  

非常に満足 15
満足 9
普通 1
やや不満 0
不満 0

〈アンケート結果〉

質問：
本日のセミナーはご満足いただけましたでしょうか？

ほぼ満席のセミナー会場の様子
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春爛漫

Kanpuku News No.3: 渡邉 浩財子氏
渡嘉敷にてスキューバダイビング

Kanpuku News No.4: 家令光国氏
横浜朝焼け

創立 50 周年記念式典祝賀会
（於 ロイヤルパークホテル）

■今月号の掲載写真



印刷生産機としての実稼働率の向上、より高い品質の印刷物をより確実
に、安定して供給。そしてそれらをスキルレスでのオペレーションで実現
する。プロダクション印刷システムの基本性能向上に拘った真の生産機、
それが、AccurioPress C6100シリーズです。

真の
プロダクション
印刷システム

＊写真はC6100にオプションを装着したものです。

マシンの
生産稼働率
向上

スキルレス
オペレーション

高品質で
多彩な印刷物の

提供

新開発のインテリジェント
クオリティオプティマイザー

高水準の
画像品質を
安定供給

印刷物の
付加価値向上に

寄与

合理的な
出力環境の
構築

色管理・表裏見当調整を自動化

用紙厚によらず毎分100枚※1の高速出力

受注幅を拡大する400g/㎡の厚紙対応力

独自技術を駆使した高画質と色安定性

サービスの多様化を推進するフィニッシャー群
※1：C6100にて、A4ヨコ・52～400g/㎡紙時

●商品に関するお問い合わせは

〒105-0023 東京都港区芝浦1-1-1

70120-805039 受付時間／9:00～12:00・13:00～17:00（土、日、祝日を除く）
http://www.konicaminolta.jp





RICOH BUSINESS BOOSTER
私たちは“仕事を創る”、“仕事を回す”、“仕事が見える”の3つの視点から、

印刷事業者のビジネス拡大をさらに支援するための活動

『RICOH BUSINESS BOOSTER』を推進しています。

お客様ごとの課題に真摯に向き合い、

時には共創活動を通じて新たな価値を生み出しながら、

それぞれの解決策を導き出していきます。

印刷事業者の“真”のパートナーとして、

前例にとらわれない新たな答えを創りだす。

『RICOH BUSINESS BOOSTER』は私たちリコージャパンの

新たなビジネスコンセプトです。

リコージャパン株式会社 〒108-0023　東京都港区芝浦4-2-8　https://www.ricoh.co.jp/


